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ポ
ル
ト
ガ
ル
国
家
の
香
料
政
策
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済

　
十
五
世
紀
半
ば
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
の
い
わ
ゆ
る
犬
航

海
時
代
に
お
い
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
ス
ベ
イ
ン
と
と
も
に
世
界

交
易
に
雄
飛
し
て
い
っ
た
。
こ
の
イ
ベ
リ
ア
両
国
に
よ
る
海
外

発
展
は
、
と
く
に
、
十
五
世
紀
末
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
と
ヴ
ァ
ス

コ
・
ダ
・
ガ
マ
に
よ
る
劇
的
な
海
洋
航
海
の
成
功
、
そ
し
て
そ

の
後
の
航
路
開
設
以
後
、
ヨ
ー
ツ
バ
経
済
に
大
き
な
イ
ン
バ
ク

ト
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
交
易
圏
の
拡
犬
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
中
心
的
市
場
の
地
中
海
か
ら
大
西
洋
岸
へ
の
重

心
の
移
動
と
あ
い
ま
っ
て
、
「
商
業
革
命
」
と
よ
ぱ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
、
こ
の
経
済
の
重
心
の
移
動
に
つ
い
て
、
大
塚
久
雄
が

名
薯
『
近
代
欧
州
経
済
史
序
説
』
で
描
い
た
よ
う
な
、
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
か
ら
リ
ス
ボ
ン
・
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ヘ
の
、
す
な
わ

中
　
　
沢

勝
　
　
三

ち
地
中
海
か
ら
大
西
洋
岸
地
域
へ
の
劇
的
、
か
つ
最
終
的
な
移

動
が
あ
っ
た
と
い
う
史
実
認
識
が
な
さ
れ
て
い
た
。
現
在
で
は
、

こ
う
し
た
認
識
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
は
い

な
い
が
、
「
世
界
経
済
」
形
成
の
構
造
的
把
握
と
い
う
点
に
お
い

て
、
さ
ら
に
特
に
は
、
今
日
通
説
的
位
置
を
占
め
つ
つ
あ
る

「
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
」
論
の
先
駆
け
を
な
す
も
の
と
し
て
、
な

お
そ
の
生
命
を
失
っ
て
は
い
な
い
。

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ケ
ー
プ
・
ル
ー
ト
を
使
っ
た
ア
ジ
ア
香
料
交

易
が
そ
の
後
大
幅
に
拡
大
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
レ
ヴ
ァ
ン
ト
・
地
中
海

経
由
の
香
料
交
易
が
一
挙
に
消
減
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

地
中
海
に
お
け
る
レ
ヴ
ァ
ン
ト
香
料
交
易
、
と
り
わ
け
、
か
つ
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て
そ
の
犬
半
を
担
っ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
香
料
交
易
が
十
六
世
紀

の
半
ば
に
一
時
的
で
は
あ
れ
、
復
活
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
研

究
が
公
刊
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ケ
ー
プ
・
ル

ー
ト
の
比
重
を
レ
ヴ
ァ
ン
ト
経
由
の
も
の
に
比
し
て
よ
り
小
さ

か
っ
た
と
す
る
研
究
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
こ
の
点
後
述
。
第

四
節
参
照
）
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
流
れ
を
汲
み
つ

つ
、
こ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
香
料
交
易
の
経
済
的
意
味
と
国
家
の
香

料
交
易
の
政
策
を
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
市
場
、
と
く
に
ア
ン
ト

ウ
ェ
ル
ペ
ン
、
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
経
済
の
動
向
と
の
関
わ
り

で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ケ
ー
プ
迂
回
ル
ー
ト
開
設
以
前
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

植
民
地
交
易

　
同
じ
く
大
航
海
時
代
の
先
駆
け
と
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
に
は
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。
ポ
ル
ト

ガ
ル
が
一
四
一
五
年
の
セ
ウ
タ
攻
略
の
直
後
か
ら
、
粁
余
曲
折

は
あ
っ
た
も
の
の
、
着
々
と
植
民
地
交
易
の
開
拓
に
励
ん
だ
実

績
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
は
一
四
九
二
年
の
コ
ロ

ン
ブ
ス
に
よ
る
「
イ
ン
ド
」
到
達
に
よ
っ
て
一
気
に
こ
の
海
外

事
業
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
相
違
で
あ
る
。

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
セ
ウ
タ
を
攻
略
し
た
四
年
後
の
一
四
一
九
年

こ
ろ
か
ら
ア
フ
リ
カ
西
岸
を
探
索
す
る
一
連
の
探
検
事
業
を
行

い
、
一
四
六
〇
年
、
つ
ま
り
ヘ
ン
リ
ー
航
海
王
子
が
没
し
た
年

に
は
シ
エ
ラ
・
レ
オ
ネ
ま
で
四
〇
〇
〇
キ
ロ
も
の
南
下
を
果
た

し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
間
、
マ
デ
イ
ラ
島
（
一
四
一
九
年
）
、

一
四
三
九
年
こ
ろ
ア
ゾ
ー
レ
ス
諸
島
、
次
い
で
ヴ
ェ
ル
デ
岬

（
一
四
五
〇
年
代
末
）
を
発
見
し
、
植
民
地
化
し
て
い
っ
た
。
一

四
三
四
年
に
は
ジ
ル
・
エ
ア
ネ
ス
が
ガ
レ
ー
船
で
ボ
ジ
ャ
ド
ー

ル
岬
を
回
り
、
一
四
四
五
年
に
は
、
ブ
ラ
ン
コ
岬
の
南
に
あ
る

ア
ル
ギ
ン
湾
に
到
達
し
た
。
そ
し
て
こ
こ
に
そ
の
後
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
要
塞
商
館
の
原
型
と
も
い
え
る
商
館
を
建
設
し
た
。
同

じ
年
、
デ
ィ
ニ
ス
・
デ
ィ
ァ
ス
が
セ
ネ
ガ
ル
河
口
を
越
え
、
ヴ

　
　
　
　
　
　
（
1
）

エ
ル
デ
岬
に
達
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
意
外
な
こ
と
に
こ
れ
ら
の
地
域
は
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ

人
に
と
っ
て
必
ず
し
も
完
全
に
未
知
の
世
界
で
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
つ
ま
り
、
早
く
も
十
三
・
四
世
紀
に
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
人

が
こ
れ
ら
の
地
域
に
航
海
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
十
五
世
紀
の

初
め
に
は
ノ
ル
マ
ン
人
が
カ
ナ
リ
ア
諸
島
や
そ
の
対
岸
の
ア
フ
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リ
カ
大
陸
に
姿
を
表
し
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
未
知
の
世
界
へ

と
乗
り
出
し
て
い
っ
た
。
ジ
ュ
ビ
イ
（
旨
耳
）
岬
以
南
の
ア
フ

リ
カ
西
岸
は
ま
さ
に
未
知
の
世
界
で
、
船
乗
り
に
と
っ
て
隠
れ

る
べ
き
避
難
地
も
な
く
、
セ
ネ
ガ
ン
ビ
ア
か
ら
は
岩
と
浅
瀬
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

続
き
、
湿
地
と
沼
沢
地
に
遮
ら
れ
て
い
た
。

　
次
に
、
十
五
世
紀
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
交
易
、
つ
ま
り

主
に
ア
フ
リ
カ
の
西
に
浮
か
ぶ
島
々
の
植
民
活
動
を
伴
っ
た
交

易
、
と
く
に
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
地
方
と
の
商
業
活
動
に
眼
を
向

け
よ
う
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
の
経
済
交
流
は

十
五
世
紀
の
初
め
に
さ
か
の
ぽ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
商
館
が
ブ

リ
ュ
ッ
ヘ
（
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
）
に
設
置
さ
れ
た
の
は
一
四
一
〇

年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ド
ル
人
も
一
四
一
四
年
に
は

リ
ス
ボ
ン
に
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
ア
ゾ

ー
レ
ス
諸
島
は
、
「
フ
ラ
ン
ド
ル
諸
島
」
と
い
う
別
名
を
持
つ
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ど
そ
の
地
に
フ
ラ
ン
ド
ル
人
が
定
着
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
十
五
世
紀
半
ぱ
こ
ろ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
最
も
重
要
な
植
民
地

産
物
は
、
マ
デ
イ
ラ
島
の
砂
糖
で
あ
っ
た
。
一
四
六
八
年
ま
で

に
は
こ
の
島
で
そ
の
生
産
が
本
格
化
し
て
い
た
砂
糖
は
、
ブ
リ

ユ
ヅ
ヘ
に
販
路
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ブ
リ
ュ
レ
は
、

十
六
世
紀
の
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ベ
ン
の
グ
ル
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク
家
の

カ
ナ
リ
ア
諸
島
で
の
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
の
先
駆
を
な
す

も
の
と
し
て
、
十
五
世
紀
の
ブ
リ
ュ
ヅ
ヘ
に
本
拠
を
置
い
た
デ

ス
バ
ル
ス
商
会
の
マ
デ
イ
ラ
島
で
の
砂
糖
生
産
と
そ
の
取
引
を

挙
げ
て
い
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
の
代
理
人
は
、
十
五
世
紀
に

は
ブ
リ
ュ
ヅ
ヘ
に
滞
在
し
、
そ
こ
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
物
資
を
販

売
し
、
武
器
や
織
物
、
銅
を
調
達
し
て
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
で

は
な
い
。
ブ
リ
ュ
ヅ
ヘ
商
人
自
身
に
よ
る
西
ア
フ
リ
カ
、
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
〕

に
は
ギ
ニ
ア
ヘ
の
積
極
的
な
航
海
さ
え
み
．
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ア
フ
リ
カ
探
検
事
業
は
さ
ら
に
進
展
す
る
。

一
四
八
二
年
に
ジ
冒
ア
ン
ニ
世
が
黄
金
海
岸
の
サ
ン
・
ジ
ョ
ア

ン
・
ダ
＝
ミ
ナ
に
城
塞
の
建
設
を
命
じ
、
以
後
こ
の
ア
フ
リ
カ

西
岸
中
央
部
の
ギ
ニ
ア
湾
岸
へ
の
探
検
と
交
易
事
業
が
本
格
化

　
　
　
　
　
＾
5
）

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
四
七
〇
年
こ
ろ
に
は
、
ガ
ン
ビ
ア
河
近
く
で
発
見
さ
れ
た

マ
ラ
ゲ
ッ
タ
と
い
う
ア
フ
リ
カ
産
の
香
料
が
リ
ス
ボ
ン
に
輸
入

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
八
○
年
代
に
な
る
と
、

ギ
ニ
ア
産
の
黒
胡
淑
が
リ
ス
ボ
ン
を
経
由
し
て
フ
ラ
ン
ド
ル
や
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（
6
）

イ
ギ
リ
ス
に
そ
の
販
路
を
見
出
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
こ
の

こ
ろ
ま
で
に
、
後
の
ケ
i
プ
・
ル
ー
ト
の
開
設
以
後
本
格
化
す

る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
交
易
の
原
型
が
ア
フ
リ
カ
西
岸
を
舞

台
と
し
て
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
ω
o
凹
冒
昌
①
戸
o
o
』
曽
－
ド

　
（
2
）
き
ミ
’
暑
』
ミ
占

　
（
3
）
目
彗
o
昌
旦
幸
巨
易
ら
」
H
一
巾
員
胃
o
．
睾

　
（
4
）
　
｝
昌
一
9
一
り
戸
轟
ム
』
．
一
十
五
世
紀
ブ
リ
ュ
ッ
ヘ
商
人
の
商

　
　
業
活
動
に
つ
い
て
、
中
沢
、
一
九
九
一
年
を
参
照
。

　
（
5
）
｝
o
鴬
『
ら
．
睾

　
（
6
）
｝
竺
ら
．
宣
o
－

二
　
香
料
交
易
の
地
中
海
か
ら
大
西
洋
岸
へ
の
移
動

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
希
望
峰
を
迂
回
し
て
イ
ン
ド
に
達
す
る
ま
で
、

時
代
的
に
は
十
五
世
紀
の
全
期
問
を
通
じ
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

が
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
香
料
供
給
の
独
占
的
な
担
い
手
で
あ
っ
た
こ

と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
ウ
ェ
ィ
ク
の
試
算
に
よ
る
と
、
ヨ

ー
ロ
ヅ
バ
に
も
た
ら
さ
れ
る
香
料
の
七
五
％
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

が
供
給
し
て
い
た
と
い
う
。
香
料
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
、
主

に
陸
路
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
各
地
に
輸
送
さ
れ
て
い
っ
た
。

時
に
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ァ
の
ガ
レ
ー
船
が
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

越
え
て
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
ま
で
香
料
を
運
ぷ
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
・
デ
ィ
ア
ス
が
、
一
四
八
八
年
に
ア
フ
リ
カ

大
陸
南
端
の
「
嵐
の
岬
」
に
到
達
し
た
あ
と
は
イ
ン
ド
航
路
の

発
見
は
時
問
の
問
題
で
あ
つ
た
。
デ
ィ
ア
ス
が
出
帆
す
る
三
ヶ

月
前
、
べ
回
・
ダ
・
コ
ビ
リ
ャ
ン
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
出
発
し
、

エ
ジ
プ
ト
か
ら
紅
海
を
経
て
、
一
四
八
八
年
に
イ
ン
ド
に
達

＾
9
）

し
た
。
彼
は
イ
ン
ド
を
訪
れ
た
最
初
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
ガ
マ
が
イ
ン
ド
に
到
達
す
る
よ
り
約
十
年
前

に
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
ア
フ
リ
カ
南
端
を
越
え
て
東
走
す
れ
ぱ
、
イ

ン
ド
に
達
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
彼
は
、

国
王
ジ
ョ
ア
ン
に
「
ギ
ニ
ア
の
海
を
航
海
し
て
そ
こ
に
行
け

　
　
　
　
　
　
　
＾
㎜
）

る
」
と
報
告
し
た
の
だ
。

　
そ
し
て
、
一
四
九
七
年
に
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
が
イ
ン
ド

亜
大
陸
を
目
指
し
て
リ
ス
ボ
ン
港
を
出
航
し
て
い
き
、
九
九
年

ガ
マ
の
船
団
は
ア
ジ
ア
産
の
胡
淑
の
他
各
種
の
香
料
を
積
ん
で

リ
ス
ボ
ン
に
帰
っ
て
き
た
。
一
四
九
九
年
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ

マ
の
船
団
が
リ
ス
ボ
ン
港
に
帰
還
し
た
と
き
、
大
量
の
胡
撤
と

他
の
香
料
が
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
人
の
手
で
直
接
ア
ジ
ア
か
ら
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も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
熱
心
に
香
料
交

易
の
開
発
を
進
め
て
い
た
と
き
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
リ
ス
ボ
ン

に
公
式
の
代
表
を
送
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
唯
一
の
情
報

源
は
、
ク
レ
モ
ナ
の
商
人
で
当
時
リ
ス
ボ
ン
に
滞
在
し
て
い
た

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
デ
ィ
の

書
簡
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
ク
レ
モ
ナ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

支
配
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ガ
マ
の
イ
ン
ド
航
海
は
三
度
に

わ
た
っ
た
。
一
五
〇
三
年
に
帰
還
し
た
ガ
マ
の
十
隻
の
船
団
は

三
万
五
千
ハ
ン
ド
レ
ヅ
ド
・
ウ
ェ
イ
ト
（
今
日
の
換
算
で
一
九

〇
〇
ト
ン
に
相
当
）
の
香
料
、
ー
そ
の
う
ち
大
半
が
胡
板
で
．

あ
っ
た
ー
を
も
た
ら
し
た
が
、
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
デ
ィ
家
は
一

五
〇
バ
ー
セ
ン
ト
も
の
利
益
を
実
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
リ
ス
ボ
ン
に
香
料
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
の
情
報
が
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
に
届
い
た
の
は
一
五
〇
一
年
七
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
香
料
こ
そ
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
地
中
海
を
地
盤
と
し
た
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

業
体
制
の
根
幹
を
な
し
て
い
た
商
品
で
あ
っ
た
。

　
十
五
世
紀
末
に
お
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
イ
ン
ド
航
路
開
設
が

ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
商
業
圏
を
犬
き
く
大
西
洋
岸
地
域
へ
動
か
し
た

と
い
う
か
つ
て
の
把
握
（
犬
塚
久
雄
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
）

に
大
き
く
作
用
し
た
の
は
、
実
は
当
時
の
近
東
で
の
歴
史
的
事

情
が
あ
っ
た
こ
と
は
今
日
多
く
の
歴
史
家
の
認
め
る
と
こ
ろ
と

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
期
、
エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア
で
胡

敬
を
含
む
香
料
が
払
底
し
、
そ
の
た
め
こ
れ
ら
の
品
々
の
価
格

が
高
騰
し
て
い
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
、

一
四
八
九
年
か
ら
一
五
〇
〇
年
の
時
期
に
ト
ル
コ
と
交
戦
状
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

に
あ
り
、
香
料
が
非
常
に
品
薄
で
あ
っ
た
。
こ
の
品
薄
に
よ
る

香
料
価
格
の
高
騰
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
る
低
価
格
の
ア
ジ
ア

産
香
料
の
輸
入
の
影
響
を
「
劇
的
な
」
も
の
に
し
た
背
景
で
あ

っ
た
。
現
実
に
は
、
こ
の
時
期
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
リ
ス
ボ
ン

の
価
格
差
に
そ
れ
ほ
ど
の
落
差
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
u
）

（
1
2
）

ミ
與
岸
9
戸
ω
湯
．

雪
O
易
戸
巨
N
．
ω
匿
ー

コ
ビ
リ
ャ
ン
に
つ
い
て
は
、
井
沢
、
九
二
頁
。

ス
ケ
ル
ト
ン
、
三
二
頁
。

－
曽
戸
一
〇
．
；
①
．

ミ
算
①
も
・
ω
s
一
丙
o
目
彗
o
も
・
H
昌
・
こ
の
落
差
を
構
造
的

な
も
の
と
し
て
強
調
し
た
の
が
犬
塚
久
雄
で
あ
る
。
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一一一

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
香
料
交
易
独
占
の
試
み
と
そ
の
挫

折

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
香
料
を
積
載
し
た
船
が
ス
ヘ
ル
デ
河
を
遡
っ

て
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ベ
ン
港
に
接
岸
し
た
の
は
一
五
〇
一
年
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
一
四
九
八
年
か
ら
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ベ
ン
に
お
け

る
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
の
代
理
人
と
な
っ
て
い
た
ト
メ
・
ペ
ロ
ス
は

同
市
場
で
銅
、
銀
そ
の
他
の
商
品
を
買
い
付
け
、
香
料
の
販
売

を
円
滑
な
基
盤
の
上
で
行
う
事
業
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
。
ア

ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
か
ら
は
銀
と
銅
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
輸
出
し
、

十
六
世
紀
の
初
め
に
そ
の
見
返
り
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
も
た

ら
さ
れ
た
香
料
の
四
分
の
一
が
同
市
場
に
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
五
〇
五
年
ま
で
の
短
い
期
間
で
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
は
香
料
の
独
占
的
供
給
者
で
あ
っ
た
エ
ジ
プ
ト
、
シ

リ
ア
、
そ
し
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
取
っ
て
変
わ
り
、
ア
ン
ト
ウ

ェ
ル
ペ
ン
を
中
継
地
と
し
た
北
西
ヨ
ー
口
〃
パ
向
け
の
香
料
の

新
し
い
販
売
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
始
め
て
い
た
と
い
っ
て
い
い

　
　
＾
M
）

の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
五
〇
三
年
以
後
ア
ジ
ア
産
香
料
の
ア
ン

ト
ウ
ェ
ル
ベ
ン
市
場
へ
の
搬
送
は
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
五

○
八
年
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
向
け
の
香
料
販

売
を
目
的
と
し
て
、
リ
ス
ボ
ン
の
イ
ン
ド
館
（
カ
サ
・
ダ
・
イ

ン
デ
ィ
ア
）
の
支
部
（
フ
ヱ
イ
ト
リ
ア
・
デ
・
フ
ラ
ン
デ
ル
ス
）

を
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ベ
ン
に
設
置
し
た
。
こ
う
し
て
リ
ス
ボ
ン
・

ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
商
業
枢
軸
と
も
い
う
べ
き
関
係
が
作
り
出

さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
間
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
香
料
交
易
の
政
策
に
徴

妙
な
転
換
が
図
ら
れ
て
い
く
。
国
王
マ
ヌ
エ
ル
は
、
資
金
の
不

足
を
強
く
感
じ
て
い
た
た
め
に
、
自
身
で
は
直
接
投
資
額
を
カ

バ
ー
し
き
れ
ず
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
や
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
銀
行
家
に

融
資
を
依
頼
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
イ
ン
ド
館

に
積
み
荷
の
三
十
バ
ー
セ
ン
ト
を
支
払
え
ぱ
、
自
由
に
取
引
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
香
料
の
価
格
が
下
が

り
始
め
、
王
室
は
利
益
の
減
少
を
商
人
に
よ
る
自
由
販
売
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

る
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
　
一
五
〇
四
年
、
つ
い
に
胡
淑
に
つ

い
て
王
室
独
占
を
宣
言
し
、
さ
ら
に
他
の
香
料
に
つ
い
て
の
統

制
を
強
化
し
た
。
そ
し
て
、
商
人
に
対
し
て
は
、
二
〇
ド
ゥ
カ

ッ
ト
以
下
で
の
販
売
を
禁
止
し
、
違
反
し
た
場
合
に
は
リ
ス
ボ

ン
で
の
取
引
か
ら
排
除
す
る
、
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
五
〇
五
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年
一
月
一
日
に
、
国
王
は
商
人
に
帰
属
す
る
香
料
も
カ
サ
・

ダ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
の
検
査
官
を
通
じ
て
の
み
、
し
か
も
固
定
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

格
で
販
売
さ
れ
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
優
柔
不
断
な
マ
ヌ
エ
ル
は
、
ウ
ェ
ル
ザ
ー
家
の

代
理
人
で
あ
る
ル
ー
カ
ス
・
レ
ム
と
の
間
で
一
五
〇
五
年
に
、

一
五
〇
〇
年
の
と
き
と
同
じ
条
件
で
契
約
を
結
ん
だ
。
と
こ
ろ

が
、
一
五
〇
五
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
出
航
し
た
こ
の
船
団
が
翌

年
帰
国
し
た
際
、
マ
ヌ
エ
ル
は
積
み
荷
を
没
収
す
る
挙
に
出
た
。

そ
し
て
、
契
約
と
は
異
な
り
、
イ
ン
ド
館
で
固
定
価
格
で
こ
れ

を
販
売
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
商
人
側
は
当
然
こ
の
仕
打
ち
に

反
発
し
た
。
王
室
は
先
の
固
定
価
格
を
下
げ
る
こ
と
で
一
部
妥

協
し
つ
つ
も
こ
れ
を
押
し
通
し
た
。
こ
う
し
て
こ
れ
以
降
ド
イ

ツ
商
人
の
イ
ン
ド
航
路
へ
の
直
接
参
加
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
て

　
（
1
7
）

、
　
つ
　
二
〇

し
　
　
　
ナ
＾

　
一
五
〇
五
年
か
ら
の
十
年
間
を
見
て
み
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

は
リ
ス
ボ
ン
に
年
平
均
二
万
五
千
か
ら
三
万
ハ
ン
ド
レ
ヅ
ド
ゥ

ェ
イ
ト
（
二
二
〇
〇
ト
ン
か
ら
一
六
〇
〇
ト
ン
に
相
当
）
の
香

料
を
持
ち
込
み
、
そ
の
ざ
っ
と
三
分
の
二
が
胡
淑
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
こ
の
同
じ
十
年
間
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
到
着
し

た
香
料
は
総
額
で
七
万
五
千
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
ト
で
あ
っ

た
。
要
す
る
に
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ァ
に
よ
っ
て
輸
入
さ
れ
る
量
の

四
倍
の
香
料
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ポ

ル
ト
ガ
ル
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
香
料
供
給
を
シ
ャ
ッ
ト
ァ
ゥ
ト

す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
一
五
一
四
年
に
な
る
と
、
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
さ
え
リ
ス
ボ
ン
で
胡
撤
を
買
い
つ
け
る
事
態
と

　
　
　
（
珊
）

な
っ
て
い
た
。

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ア
フ
リ
カ
、
及
ぴ
ア
ジ
ア
産
香
料
の
再
輸
出

に
お
け
る
支
配
的
地
位
が
そ
の
頂
点
に
達
し
た
の
は
一
五
一
〇

年
か
ら
一
五
三
〇
年
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
五
三
〇
年
以

後
に
な
る
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
香
料
が
北
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
、
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
）

に
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ベ
ン
市
場
に
ま
で
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
の
ア
ジ
ア
産
香
料
の
独
占
化

の
試
み
は
挫
折
し
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
と
地
中

海
を
経
由
し
た
ル
ー
ト
の
掌
握
に
失
敗
し
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、

ペ
ル
シ
ア
湾
入
口
の
要
衝
ホ
ル
ム
ズ
を
朝
貢
国
と
す
る
こ
と
に

は
成
功
し
た
が
、
紅
海
を
掘
す
る
ア
デ
ン
の
占
領
に
失
敗
し
た
。

こ
れ
ら
双
方
を
掌
握
し
て
い
れ
ば
、
希
望
峰
経
由
以
外
で
の
ヨ

ー
ロ
ッ
バ
ヘ
の
香
料
の
供
給
を
封
鎖
す
る
事
が
出
来
た
の
で
あ
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（
2
0
）

っ
た
。

　
実
際
、
十
六
世
紀
の
中
葉
に
な
る
と
、
一
時
ほ
と
ん
ど
途
絶

し
て
い
た
か
に
み
え
た
レ
ヴ
ァ
ン
ト
経
由
の
地
中
海
の
香
料
交

易
が
復
活
し
た
。
F
・
レ
イ
ン
は
、
一
五
六
〇
年
代
前
半
に
お

い
て
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
か
ら
輸
出
さ
れ
た
胡
淑
の
量
が
、
か

つ
て
の
十
五
世
紀
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
胡
敬
流
入
前
の
平
均
よ
り
多

い
こ
と
を
も
っ
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
商
業
復
活
の
証
と
し
た
の
で

　
（
2
1
）

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
N
・
ス
テ
ー
ン
ス
ガ
ー
ル
ド
が
こ
の
レ
イ

ン
の
テ
ー
ゼ
を
さ
ら
に
押
し
進
め
て
、
十
六
世
紀
末
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
七
十
年
代
、
八
十
年
代
に
お
い
て
は
、
胡
撤
の
約

五
十
バ
ー
セ
ン
ト
、
そ
し
て
他
の
香
料
の
六
十
バ
ー
セ
ン
ト
が

レ
ヴ
ァ
ン
ト
経
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
主
張
し
た
。
つ
ま

り
、
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
カ
ラ
ッ
ク
船
は
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
と
ア
ジ
ア

と
を
結
ぷ
リ
ン
ク
と
し
て
何
ら
犬
き
な
経
済
的
意
味
を
持
た
な

　
（
2
2
）

か
っ
た
」
と
結
論
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て

ウ
ェ
イ
ク
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
香
料
交
易
に
お
け
る
公
的
記
録

に
留
め
ら
れ
な
い
私
的
取
引
の
比
重
を
考
慮
す
る
必
要
を
論
じ
、

私
的
取
引
を
含
め
る
と
、
総
取
引
額
は
十
六
世
紀
前
半
に
お
い

て
少
な
く
と
も
従
来
の
推
計
額
に
三
十
バ
ー
セ
ン
ト
上
乗
せ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
3
）

る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
全
体
と
し
て
、
香
料
交
易
に
つ

い
て
レ
ヴ
ァ
ン
ト
交
易
が
常
に
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た

　
　
　
豪
）

と
主
張
し
た
。

　
（
1
3
）
　
－
碧
戸
一
〇
．
昌
メ

　
（
1
4
）
　
き
ミ

　
（
1
5
）
　
目
罰
①
彗
巨
奉
ま
旨
9
P
き
㊤
．
一
…
繕
凹
；
箒
ω
O
o
讐
ま
P

　
　
○
ラ
①
o
o
干
σ
．

　
（
1
6
）
　
－
胃
戸
一
〇
1
－
畠
．

　
（
1
7
）
　
冒
藪
①
彗
o
幸
ヨ
巨
9
o
．
昌
9

　
（
1
8
）
　
－
彗
戸
－
1
P
H
岩
∴
雪
⑭
く
P
－
－
．
o
1
覇
o
．

　
（
1
9
）
　
く
凹
昌
』
胃
幸
①
①
二
〇
目
①
q
－
9
ω
3
目
o
①
旨
頸
o
P
軍
S
．

　
（
2
0
）
　
ピ
ア
ス
ン
、
四
八
、
七
六
頁
。

　
（
2
1
）
　
栗
原
、
五
七
一
頁
。

　
（
2
2
）
　
望
8
易
o
q
竃
邑
一
〇
－
－
邊
．

．
（
2
3
）
　
ミ
｝
斥
9
P
窒
o
l

　
（
2
4
）
　
き
迂
＝
P
窒
9

香
料
交
易
と
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ベ
ン
市
場

－
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
デ
ィ
家
を
中
心
と
し
て
－

イ
ン
ド
航
路
に
お
け
る
外
国
商
人
の
排
斥
以
後
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
王
ド
ン
・
マ
ヌ
エ
ル
は
、
こ
の
ア
ジ
ア
産
番
料
の
買
い
付
け
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と
販
売
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
試
み
た
が
、
結
局
大
き
な
成
功
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
館
に
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
で
の
香
料
販
売
と
銅
・

銀
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ド
航
路
に
必
要
な
船
舶
備
品
の
購
入
を
す

る
た
め
に
代
理
人
を
任
命
し
た
。
が
、
マ
ヌ
エ
ル
は
、
突
如
と

し
て
一
五
〇
八
年
に
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ベ
ン
に
持
ち
込
ま
れ
た

国
王
の
香
料
の
全
販
売
権
を
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
デ
ィ
家
と
グ
ア
ル

テ
ロ
ッ
テ
イ
家
を
中
心
と
し
た
商
人
団
に
与
え
る
協
定
を
結

（
2
5
）

ん
だ
。
こ
の
香
料
の
専
売
権
の
取
り
決
め
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国

王
の
代
理
人
と
ジ
ャ
ン
・
シ
ャ
ル
ル
・
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
デ
ィ
を

中
心
と
し
て
、
デ
ィ
ェ
ゴ
・
メ
ン
デ
ス
な
ど
と
の
間
に
結
ぱ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
条
件
と
し
て
請
う
負
う
側
は
、
国
王
に
彼
ら

以
外
に
は
香
料
を
販
売
し
な
い
こ
と
、
そ
し
て
他
の
商
人
と
取

り
引
き
す
る
よ
う
な
二
と
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
香
料
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
持
ち
込
ま
れ
な
い
こ
と
を
取
り
決
め
た
。

王
室
側
は
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ヘ
送
ら
れ
た
胡
披
を
固
定
価

格
で
購
入
す
る
交
渉
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
販
売
上
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
7
）

を
最
終
的
に
解
決
し
た
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
デ
ィ
家
は
イ
タ
リ
ア
の
ク
レ
モ
ナ
の
出

で
、
グ
ァ
ル
テ
ロ
ッ
テ
ィ
は
フ
ェ
レ
ン
ツ
ェ
の
出
で
あ
る
。
ア

フ
ァ
イ
タ
ー
デ
ィ
家
は
、
十
五
世
紀
に
は
や
く
も
リ
ス
ボ
ン
に

進
出
し
、
当
初
か
ら
マ
デ
イ
ラ
島
の
砂
糖
産
業
に
関
わ
り
を
も

っ
て
い
た
。
こ
の
商
家
は
、
リ
ス
ボ
ン
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ベ
ン
、

メ
デ
ィ
ナ
・
デ
ル
・
カ
ン
ポ
な
ど
の
十
六
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ

の
主
要
な
商
業
中
心
地
に
支
店
を
設
け
、
活
発
な
交
易
事
業
を

　
　
（
㎎
）

展
開
し
た
。
同
市
の
商
館
で
は
、
一
五
四
〇
年
代
に
は
ジ
ォ
ヴ

ァ
ン
ニ
・
カ
ル
ロ
・
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
デ
ィ
と
デ
ィ
ェ
ゴ
・
メ
ン

デ
ス
を
通
し
て
、
四
万
キ
ン
タ
ル
以
上
の
、
価
値
に
し
て
一

～
二
〇
〇
万
ク
ル
ザ
ド
ス
に
上
る
胡
赦
や
ク
ロ
ー
ブ
、
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
＾
2
9
）

の
香
料
を
捌
い
て
い
た
。

　
こ
の
香
料
販
売
の
請
負
業
老
、
つ
ま
り
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
デ
ィ

家
は
、
マ
ヌ
エ
ル
に
対
し
て
、
前
払
い
賢
金
を
提
供
す
る
こ
と

で
取
引
額
を
増
や
し
た
の
で
あ
る
が
、
差
し
迫
っ
た
財
政
需
要

を
抱
え
る
マ
ヌ
エ
ル
に
は
望
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
前
払
い
金
に
頼
っ
た
結
果
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
玉
室
は
、
ヨ
ー

ロ
ヅ
バ
ヘ
の
香
料
輸
送
が
頂
点
に
達
し
た
と
き
で
も
こ
れ
ら
請

負
業
老
に
財
政
的
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
体
質
に
陥
っ
て
い

　
　
　
＾
3
0
）

た
の
で
あ
る
。
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マ
ヌ
エ
ル
は
こ
の
前
払
い
金
を
得
る
た
め
に
、
ア
フ
ァ
イ
タ

ー
デ
ィ
家
に
香
料
か
ら
あ
が
る
彼
の
利
益
の
大
半
を
譲
渡
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
国
王
は
、
．
香
料
を
犬
量
、
か
つ
安
価
に
彼
ら

に
売
り
渡
し
た
の
で
あ
っ
て
、
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
デ
ィ
家
は
莫
大

な
利
益
を
獲
得
し
た
。
こ
う
し
た
近
視
眼
的
な
政
策
の
た
め
に

マ
ヌ
エ
ル
は
富
を
蓄
積
す
る
ど
こ
ろ
か
逆
に
負
債
を
増
や
す
羽

目
に
陥
っ
た
。
一
五
四
三
年
に
、
彼
の
次
の
国
王
で
あ
る
ジ
ョ

ア
ン
三
世
は
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
デ
ィ
家
の
香
料
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
に

二
一
七
万
ク
ル
ザ
ド
ス
の
負
債
を
持
つ
に
い
た
っ
た
。
こ
う
し

て
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
家
は
、
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
が
こ
の
王
国

を
ア
ジ
ア
の
貿
易
帝
国
へ
と
飛
躍
さ
せ
て
か
ら
た
っ
た
の
半
世

紀
の
う
ち
に
、
国
家
財
政
の
破
綻
状
態
に
陥
り
つ
つ
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　
ジ
目
ア
ン
三
世
は
、
債
権
老
と
返
済
期
間
の
延
長
、
債
務
額
、

そ
れ
に
利
子
増
加
分
の
一
部
の
棒
引
き
に
つ
い
て
交
渉
し
、
ま

た
、
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
デ
ィ
家
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
か
ら
脱
却
し
、

ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
市
場
を
引
き
払
お
う
と
し
た
。
こ
の
た
め

ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
香
料
商
人
は
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
で
な
く
リ

ス
ボ
ン
に
や
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
も
こ
の
国
の

状
態
を
改
善
す
る
こ
と
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
十

六
世
紀
の
後
半
に
入
る
と
、
様
々
な
出
来
事
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
王

室
の
独
占
に
対
し
て
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
一
つ
の
犬
き
な
出
来
事
は
、
一
五
六
八
年
に
始
ま
る
ネ
ー

デ
ル
ラ
ン
ト
の
支
配
者
ス
ペ
イ
ン
に
対
す
る
反
乱
、
や
が
て
オ

ラ
ン
ダ
の
独
立
に
至
る
八
十
年
戦
争
の
勃
発
で
あ
っ
た
。
こ
の

反
乱
は
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ベ
ン
市
場
を
直
撃
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は

ケ
ー
プ
・
ル
ー
ト
に
よ
る
香
料
の
有
力
な
販
路
と
強
力
な
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
の
居
留
地
（
コ
ロ
ニ
ー
）
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
を
離
れ
た
商
人
は
、
ケ
ル
ン
、
ホ
ラ
ン
ト
、

ゼ
ー
ラ
ン
ト
に
移
り
、
商
人
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
や
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、

ケ
ル
ン
で
香
料
市
揚
を
再
建
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
十
七
世
紀
ま
で
こ
れ
ら
の
市
場
で
は
、
束
の
間
の
成
功
し

か
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
ジ
ア
産
香
料
に
と
っ
て
の
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
の
ス
テ
ー

プ
ル
市
場
と
し
て
の
強
力
な
地
歩
は
や
が
て
大
き
く
後
退
し
て

い
く
。
そ
し
て
そ
れ
と
と
も
に
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
商
館
の
衰
退
が
始
ま
り
、
一
五
四
八
年
に
は
こ
れ
が
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
（
趾
）

地
を
撤
収
し
て
い
っ
た
。
と
は
い
え
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
館
が
こ
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の
地
を
去
っ
て
も
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
の
香
料
、
と
く
に
胡

淑
市
場
と
し
て
の
位
置
が
意
味
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
わ

れ
わ
れ
は
一
五
六
七
・
六
八
年
と
い
う
比
較
的
後
年
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貌
）

も
香
料
市
場
と
し
て
の
巨
大
な
姿
を
捉
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
（
2
5
）
　
｝
o
着
旨
四
員
軍
o
o
．
一
く
昌
宗
『
尋
8
二
昌
o
q
・
9
9
憎
o
o
も
P

　
　
N
0
0
－
㊤
一
】
〕
－
畠
9
戸
卜
昌
．

　
（
2
6
）
　
U
①
目
目
o
少
o
．
胃
．

　
（
2
7
）
　
U
－
雪
①
団
目
』
奉
巨
巨
9
o
．
誉
－
．
こ
の
メ
ン
デ
ス
は
マ
ラ
ノ

　
　
ス
と
呼
ぱ
れ
る
「
改
宗
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
で
あ
る
が
、
筆
老
は

　
　
こ
の
メ
ン
デ
ス
家
の
数
奇
な
軌
跡
に
つ
い
て
紹
介
し
た
こ
と
が

　
　
あ
る
。
中
沢
、
一
九
八
○
年
。

　
（
2
8
）
　
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
デ
ィ
家
に
つ
い
て
は
次
の
も
の
を
参
照
。

　
U
8
；
伽
．

　
（
2
9
）
　
｝
o
く
凹
旨
凹
貝
戸
o
o
．

　
（
3
0
）
　
以
下
、
こ
の
部
分
、
次
の
も
の
に
よ
る
。
｝
ξ
昌
彗
一
P
o
。
。

　
（
3
1
）
　
＜
彗
宗
『
ミ
8
L
o
目
胴
－
9
ω
＄
目
o
P
o
1
ω
P

　
（
3
2
）
　
こ
の
点
、
中
沢
、
一
九
九
三
年
、
二
一
べ
ー
ジ
参
照
。

五
　
結
ぴ
に
か
え
て

　
十
五
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

香
料
交
易
の
国
家
政
策
を
概
観
し
て
き
た
が
、
十
六
世
紀
に
お

け
る
そ
の
イ
ン
ド
．
ア
ジ
ア
ヘ
の
香
料
交
易
の
独
占
化
の
試
み

は
、
は
や
く
も
十
五
世
紀
の
ア
フ
リ
カ
交
易
の
進
展
の
な
か
に

ぞ
の
原
型
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
た
。
国
家
独
占
と
い
っ
て
も

そ
の
内
容
に
は
私
的
商
人
の
介
入
す
る
余
地
が
あ
っ
た
の
で
あ

り
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
と
非
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
地
域
の
経
済
的
交
渉
の
先

駆
を
な
す
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
交
易
活
動
に
つ
い
て
さ
ら
に
そ
の
解

明
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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①
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＆
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＞
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岩
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－
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9
．
望
昌
o
巨
量
－
o
ゴ
印
目
胴
鶉
ぎ
内
目
昌
潟
印
目

　
－
昌
o
目
－
蟹
g
彗
8
旨
邑
9
団
目
o
混
ま
g
－
彗
気
ま
亭
①
冨
．

　
異
O
葦
蔓
箒
ぎ
冒
ω
O
暮
＝
O
昌
葦
二
§
－
；
O
．
三
一
－
・

　
貝
↓
冨
o
き
＆
’
§
雨
完
泳
“
ミ
き
ミ
ぎ
ミ
尊
ミ
“
§
吻
一
〇
団
昌
・

　
σ
『
巳
o
q
①
q
靹
H
㊤
㊤
9

浅
田
実
『
商
業
革
命
と
東
イ
ン
ド
貿
易
』
法
律
文
化
杜
、
一
九
八

　
四
年
。

井
沢
実
「
大
航
海
時
代
の
先
駆
老
ポ
ル
ト
ガ
ル
」
、
ア
ズ
ラ
ラ
、
カ

　
ダ
モ
ス
ト
『
西
ア
フ
リ
カ
航
海
の
記
録
』
（
大
航
海
時
代
叢
書

　
2
）
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
、
所
収
解
説
。

大
塚
久
雄
『
近
代
欧
州
経
済
史
序
説
』
（
著
作
集
2
）
岩
波
書
店
、

　
一
九
六
九
年
。

栗
原
福
也
「
十
一
世
紀
後
半
の
地
中
海
と
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
」
『
一

　
橋
論
叢
』
七
二
巻
、
一
九
七
四
年
。

中
沢
勝
三
「
十
六
世
紀
マ
ラ
ノ
ス
・
ナ
シ
家
の
航
跡
」
『
一
橋
論

　
叢
』
八
四
巻
、
一
九
八
O
年
。

中
沢
勝
三
「
十
五
世
紀
末
ブ
リ
ュ
ッ
ヘ
と
世
界
経
済
－
デ
ス
バ

　
ル
ス
商
会
の
交
易
1
」
『
弘
前
大
学
経
済
研
究
』
第
1
4
号
、
一

　
九
九
一
年
。

中
沢
勝
三
『
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ベ
ン
国
際
商
業
の
世
界
』
、
同
文
舘
、

　
一
九
九
三
年
。

M
・
N
・
ビ
ア
ス
ン
、
生
田
滋
訳
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
イ
ン
ド
』
岩

　
波
書
店
、
一
．
九
八
四
年
。

R
・
A
・
ス
ケ
ル
ト
ン
、
増
田
・
信
岡
訳
『
図
説
　
探
検
地
図
の

　
歴
史
』
原
書
房
、
一
九
九
一
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弘
前
大
学
教
授
）
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